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【九州圏】 （対象区域：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県）

・我が国で最もアジア諸地域に
近接し、アジアのゲートウェイに
位置する。
・人口減少が進み、若い世代
が他圏域に転出超過。
・自動車産業、半導体関連産
業、農林畜水産業は堅調に
推移。
・災害の激甚化・頻発化。
・地域の特性を活かした再生
可能エネルギーの導入が拡大。

シームレスな拠点連結型国土を構築し、将来像を実現するため、九州特有の自然と文化、九
州気質の魅力がより輝く「九州はひとつ」であることを表す「アイランド九州」をキーワードとして３つ
の目標を掲げる。
目標１．成長エンジン「アイランド九州」
アジアの経済をけん引する成長センターとなり、多様な人々が集い賑わう国際交流の拠点
「成長エンジン『アイランド九州』」を目指す。
目標２．自立型広域連携「アイランド九州」
重層的な生活・経済圏域を基盤として、離島・半島・中山間地域等を含めテジタルとリアルに

よる多様なネットワークで連結することで、都市の利便性と地方の快適性が共生した、幸福度の
高い「自立型広域連携『アイランド九州』」を目指す。
目標３．強く美しい「アイランド九州」
地震や豪雨等、あらゆる大規模災害等に対し強靱な九州を構築するとともに、美しい自然を

保全し、環境負荷の少ないカーボンニュートラルの実現をリードする「強く美しい『アイランド九
州』」を目指す。

＜現状と課題＞

＜将来像＞ ＜目標＞
アジアの成長センター

『アイランド九州』
アジア諸地域に最も近い地
理的特徴を活かして、アジア
の経済や産業、賑わいの中
心となって成長をけん引し、
国内だけでなく世界から憧
れとされる地域となるため、
「九州はひとつ」として自立的
発展を目指すことを表して、
将来像を「アジアの成長セン
ター『アイランド九州』」とする。

ソウル

● 大連

福岡空港3時間以内就航都市

凡例

● 青島

●

済州

＜アジアのゲートウェイに位置＞

出典）九州経済産業局「九州地域の鉱工業動向」

＜農林畜水産業の産出額＞
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0～19歳 20～24歳 25～64歳 65歳～

＋：年齢層別転出超過数

－：年齢層別転入超過数

＜年齢別転出・転入超過数＞

出典）総務省「住民基本台帳移動報告」

出典）資源エネルギー庁「固定価格買取制度情報公開用ウェブサイト」

＜固定買取価格制度における
再生可能エネルギーの設備導入量＞
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＜ICの生産実績＞

出典）農林水産省「農業産出額」「漁業産出額」「林業産出額」
＜東アジアの外国人延べ宿泊者数＞

出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」
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